
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

東海第２原発施設内を視察 
県
民
要
求
運
動
実
行
委
員
会
は
２
月
13
日
、
橋
本
昌
県
知
事
に
東
海
原

発
の
廃
炉
を
求
め
る
第
８
次
分
の
署
名
３
，
９
６
２
筆
を
提
出
。
合
計
３
０
万

８
，
０
２
５
筆
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
県
内
議
員
ら
15
名
は
東
海
第
２
原
発

を
視
察
す
る
な
ど
、
原
発
ゼ
ロ
へ
の
活
動
に
全
力
で
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。 

２
月
４
日
に
東
海
原
子
力
発
電
所
（日

本
原
子
力
発
電
㈱
）を
視
察
。
緊
急
時
に

対
応
す
る
電
源
車
・放
水
車
の
配
備
状
況

や
、
施
設
か
ら
出
る
放
射
性
廃
棄
物
（Ｌ

３
）の
埋
め
立
て
場
所
、
原
子
炉
、
燃
料

プ
ー
ル
、
使
用
済
み
の
核
燃
料
を
冷
や

す
乾
式
キ
ャ
ス
ク
な
ど
で
す
。 

◆
本
当
に
緊
急
時
に
機
能
す
る
？ 

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
緊
急
時

の
電
源
車
、
原
子
炉
を
冷
や
す
た
め
の

放
水
車
が
、
国
道
を
ま
た
い
で
配
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
も
道
路
は
渋
滞
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
「常
時
、
緊
急
時

対
応
職
員
が
待
機
し
て
い
る
と
い
う
が
、

す
か
？
」と
聞
く
と
、
「核
種
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
コ
バ
ル
ト
60
で
１
０
の
７
乗

ほ
ど
で
す
」と
返
答
。 

説
明
し
て
く
れ
た
職
員
は
原
子
力
技

術
の
研
究
者
で
す
。
思
わ
ず
１
０
の
７
乗

を
頭
の
中
で
計
算
し
、
「１
千
万
ベ
ク
レ
ル

か
？
安
全
神
話
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
」

と
思
え
た
視
察
で
し
た
。 

ち
な
み
に
原
子
炉
建
屋
か
ら
出
た
際

に
必
ず
「０
．
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被

曝
量
で
し
た
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
」と
デ

ー
タ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
「４
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
っ
て
こ
と
か
な
？
」と

ま
た
ま
た
頭
の
中
で
計
算
。
築
37
年
目

を
迎
え
る
東
海
第
２
原
発
。
実
際
に
こ
の

目
で
施
設
を
見
学
し
、
技
術
者
に
た
く

さ
ん
質
問
も
し
て
、
「
こ
の
力
を
１
０

０
％
国
産
の
再
生
可
能
エネ
ル
ギ
ー
の
開

発
に
使
え
ば
ど
ん
な
に
良
い
こ
と
か
」と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

県
議
会
で
は
山
中
さ
ん
が
一
般
質
問

で
、
江
尻
さ
ん
が
予
算
特
別
委
員
会
で

取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。 （上

野
高
志
記
） 

（茨城県東海村） 

一
刻
を
争
う
と
き

に
、
国
道
を
ま
た
い
で

設
置
さ
れ
て
い
る
電

源
車
、
放
水
車
が
機
能

す
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
疑
問
の
声
も
出
さ

れ
ま
し
た
。 

◆
素
掘
り
穴
に
１
千

万
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
？ 

バ
ス
で
原
発
敷
地
内

に
あ
る
低
レ
ベ
ル
廃
棄

物
（Ｌ
３
）と
い
う
、
放

射
性
廃
棄
物
の
埋
め

立
て
予
定
地
を
確
認
。

「深
さ
５
メ
ー
ト
ル
の

素
掘
り
の
穴
に
、
比
較

的
汚
染
度
の
低
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
廃

棄
部
品
な
ど
を
埋
設

す
る
計
画
」
と
説
明

が
。
「お
お
よ
そ
ど
の

く
ら
い
の
汚
染
度
で
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３月定例議会のおもな日程 

（県議会は２月２６日から３月２３日までの日程で行

われます。） 

・３、４日は代表質問（４人以上の会派のみ） 

・５、６、９、１０日は一般質問。 

・１２，１３、１６日は常任委員会。 

山中たい子 防災環境商工委員会 

江尻加那  保健福祉委員会 

上野高志  総務・企画委員会 

・１８、１９日は予算特別委員会 

※ 山中たい子県議の一般質問の予定は 

９日（月）午後２時過ぎからです。江尻加那県議は

予算特別委員会で質問に立ちます。詳しい日程は

お問い合わせください。ぜひ傍聴にお越しください

（傍聴席は本会議場２５０席、予算特別委員会室は

５０人です）。 

 

一般質問者数制限撤廃求め２千筆超の署名 
茨城県議会で本会議一般

質問者数を４０人に制限して

いる問題で、田中重博茨城大

学名誉教授や茨城労連、農

民連、茨商連、新日本婦人の

会の県役員らが参加し、細谷

典幸県議会議長、福地源一

郎議会運営委員長宛に署名

を提出しました。 

「これでは言論の府といえ

ない」「県民から選ばれた議

員としての責任が果たせなく

なる」など強く要望しました。 

１月３０日の議会運営委員

会で江尻加那議員が発言制

限の撤廃を提案しましたが、

江尻議員以外全員の反対で

否決しました。 

署名をいただいた多くの皆

さんに心からのお礼を申し上

げます。発言自由の県議会

へ、これからも全力で頑張りま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山中・江尻・上野★3県議のかけある記 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残
土
埋
め
立
て
問
題
な
ど
で
奮
闘 

上
野
高
志 

毎
週
水
曜
日
の
県
議
団
会

議
を
力
に
、
県
庁
の
各
課
と
の

聞
き
取
り
や
Ｊ
Ａ
中
央
会
、

建
設
業
協
会
と
の
懇
談
な
ど

忙
し
い
毎
日
で
す
。 

左
は
取
手
市
米
の
井
に
残

土
を
埋
め
立
て
た
た
め
に
雨

水
が
排
水
さ
れ
ず
溜
ま
っ
た

場
所
の
写
真
。
写
っ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
右
側
に
主
に
東
京
都

内
の
開
発
で
生
ま
れ
た
、
広
さ

２
万
６
千
㎡
、
高
さ
最
大
８
メ

ー
ト
ル
、
10
ト
ン
ダ
ン
プ
25

万
台
分
も
の
残
土
を
運
び
込

ん
で
い
る
の
で
す
。
写
真
左
奥

に
は
約
１
５
０
世
帯
の
住
宅
地

が
。
以
前
あ
っ
た
用
水
路
は
、

「ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
直
径
１
メ

ー
ト
ル
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
と
い

う
パ
イ
プ
を
残
土
下
に
通
し

排
水
し
て
い
ま
す
。
先
日
の
雨

で
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

乱
開
発
が
進
む
取
手
市
。
緑

多
い
茨
城
の
地
を
守
り
た
い
。

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

桃
の
節
句
に
合
わ
せ

て
、
我
が
家
に
も
雛
人
形

予
算
特
委
で
県
政
に
質
問 

江
尻
加
那 

福島原発被災地を視察 

「
さ
よ
な
ら
原
発
ひ
た
ち
な
か
」
主
催
で
福
島
原

発
事
故
被
災
地
の
視
察
が
行
わ
れ
、
山
中
た
い
子
、

江
尻
加
那
県
議
が
同
行
し
ま
し
た
。 

被
災
地
を
案
内
し

て
く
れ
た
の
は
、
「
生

業
（
な
り
わ
い
）
を
返

せ
、
地
域
を
返
せ
！

福
島
原
発
訴
訟
」
原

告
団
長
の
伊
東
達
也
さ
ん

（
元
日
本
共
産
党
福
島
県

議
）で
す
。 

い
わ
き
市
か
ら
バ
ス
で

広
野
町
、
楢
葉
町
、
昨
年

９
月
に
政
府
が
全
面
通
行

解
除
と
し
た
６
号
国
道
を

北
上
し
、
富
岡
町
、
帰
還

困
難
区
域
に
入
る
大
熊

町
か
ら
双
葉
町
ま
で
。
今

な
お
、
東
京
都
の
面
積
の

半
分
に
匹
敵
す
る
広
大

な
土
地
が
、
人
が
住
め
な

い
区
域
と
し
て
放
射
能
に

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。 

立
ち
寄
っ
た
富
岡
駅
は

今
年
１
月
に
つ
い
に
駅
舎

が
解
体
撤
去
さ
れ
、
海
側

に
見
え
る
の
は
累
々
と
積

み
上
げ
ら
れ
た
黒
い
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
ク
。
そ
の
大
量
の
除

染
廃
棄
物
な
ど
を
処
理

す
る
仮
設
焼
却
施
設
を

国
が
建
設
中
で
し
た
。 

除
染
を
す
す
め
る
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域

で
は
解
除
１
年
後
に
賠
償

金
が
打
ち
切
ら
れ
る
問
題

や
、
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
問
題
、
長
引
く
仮

設
住
宅
で
の
暮
ら
し
の
問

題
な
ど
、
被
災
者
の
生
活

再
建
の
困
難
さ
は
深
刻
で

す
。
「
原
発
を
再
稼
働
さ

の
広
域
避
難
計
画
案
に
つ

い
て
の
聞
き
取
り
で
は
、
非

現
実
的
な
計
画
案
の
問
題

点
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

予
算
特
別
委
員
会
で
初

め
て
知
事
と
直
接
対
決
。

県
民
の
声
を
届
け
て
県
政

を
た
だ
し
ま
す
。 

 

 

あ
っ
た
私
の
も
の
を
送
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

３
月
は
、
県
議
に
な
っ
て

初
め
て
の
定
例
議
会
で
、

１
兆
円
を
超
え
る
新
年
度

県
予
算
案
な
ど
を
審
議

す
る
大
事
な
場
で
す
。 

毎
日
が
調
査
と
勉
強
。

水
戸
市
内
の
児
童
養
護

施
設
で
「
小
規
模
化
」
へ
の

課
題
を
聞
い
た
り
、
水
道

企
業
局
の
過
大
な
施
設

計
画
が
あ
る
水
戸
浄
水

場
を
視
察
調
査
し
ま
し

た
。
ま
た
、
原
発
事
故
時

運
動
公
園
建
設
の
賛
否
問
う

直
接
請
求
運
動 

山
中
た
い
子 

運
動
公
園
計
画
は
住

民
投
票
で
決
め
よ
う
！
と

直
接
請
求
運
動
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。 

住
民
投
票
条
例
制
定

に
は
有
権
者
の
50
分
の
１

以
上
の
署
名
が
必
要
な
た

め
、
運
動
の
母
体
で
あ
る

「
総
合
運
動
公
園
建
設
の

是
非
を
住
民
投
票
で
問

う
つ
く
ば
市
民
の
会
」
は
、

目
標
を
４
千
人
と
決
め
、

署
名
を
集
め
る
受
任
者

も
広
げ
な
が
ら
推
進
し
て

い
ま
す
。
私
も
受
任
者
の

１
人
、
22
日(

日)

は
つ
く

ば
駅
前
で
道
行
く
人
に
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
１
年
、
運
動
公
園

建
設
は
市
民
生
活
の
い
ま

と
将
来
に
か
か
わ
る
問
題

と
し
て
、
市
民
の
間
で
も

市
議
会
で
も
議
論
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
市
民
の
反
対

世
論
に
押
さ
れ
、
市
長
は

事
業
費
を
当
初
３
６
６
億

円
か
ら
３
０
５
億
円
に
下

方
修
正
。
そ
れ
で
も
、
市

の
年
間
予
算
は
７
０
０
億

円
で
す
か
ら
、
巨
額
な
事

業
で
す
。 

 

市
長
が
土
地
購
入(

46

㌶
、
66
億
円)

を
持
ち
出

し
た
の
は
昨
年
２
月
。
市

議
会
で
は
賛
成
14
、
反
対

13
の
僅
差
で
決
ま
り
ま
し

た
。
用
地
取
得
の
経
過
が

不
透
明
で
、
暮
ら
し
や
福

祉
に
し
わ
寄
せ
す
る
も
の

と
、
直
接
請
求
運
動
に
力

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。 

を
飾
り
ま
し
た
。
娘
を
出

産
し
た
時
に
、
徳
島
の
実

家
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て

せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
あ
ら
た

め
て
痛
切
に
胸

に
刻
ん
だ
一

日
で
し
た
。 

（
江
尻
加
那
記
） 

 


